
すずきさとるブログ　http://blog.goo.ne.jp/3montai　随時更新中！

〇
二
〇

特
集
号
２０１４
１１１１

すずしん
静岡県議会議員 すず きさとる 新 聞　地域に役立つ県政報告・情報発信を心掛けます！

DIY主義で
明るい！人口減少社会 !!
　国会議員政策秘書時代から人口問題に関心があ
り、県議会でも２年以上にわたり採り上げてきまし
た。少子化対策を強化しても少なくとも数十年間は
人口減少が続くことから、人口減少を止めるための
政策よりも、人口減少や高齢化が続くことを前提と
した社会の仕組み作りが急務です。

　具体的には、県独自の将来人口推計や、人口減少
社会を前向きに捉えた長期ビジョンの策定等を私
は主張してきました。こうした提案に対し、県は昨年
１０月に将来人口推計を公表し、本年度は人口減少対策に関する有識者会議等を立ち上げました。また、県議会も本年度、
人口減少対策特別委員会を設置し、私は所属委員として議論や調査を行なっています。

　これまでの少子化対策等が十分な効果をあげてこなかった以上、従来の発想に囚われない政策が不可欠です。私は、人
口減少・高齢化・財政難という課題に正に直面している北海道夕張市の取り組みを参考にすべきと考え、職員派遣を県に提
案しています。先日、夕張市を視察してきましたが、鈴木直道市長を中心に市民の皆さんが自ら地域のことを考え、人口減少
や高齢化を前提としたまちづくりを進めています。静岡県でも全県で同様の取り組みを進めるべきです。

大きなカラダ、
大きな未来！
のスズキです。

人口減少・高齢化を前提とした社会の仕組み作り！

子供達を守るためにも危険ドラッグの無い社会！

　私の地元に移転してきた危険ドラッグ店に対
し、地域の皆さんと連携し、県の協力も得て、危険
ドラッグに関するチラシの配布やのぼり旗の設
置を行なうと共に、２度にわたり販売自粛を要請
してきました。

　しかし、違法ではない危険ドラッグを無くすた
めには、地域の取り組みと共に行政による積極的
な規制が不可欠です。私は今年の６月議会で条例

制定を主張。県は８月に危険ドラッグ店排除を目指す全国初の協定を宅建協
会と締結。そして９月議会では、川勝知事がついに危険ドラッグ規制条例の
制定を表明しました。引き続き危険ドラッグの無い社会を目指します！

キーワードは「ツナガリ」

スズキの考えと取り組み①

スズキの考えと取り組み②

鈴木直道・夕張市長と ゆうばり再生市民会議の皆さんと

２回目の販売自粛要請
（平成２６年８月１日）

私の質問を報じた静岡新聞記事
（平成２６年６月２８日）



第2・第4金曜日
午後3時10分～
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 静岡県議会議員すずきさとる事務所　〒422-8041 静岡市駿河区中田1－11－19
　  電話 054-281-3715　FAX 054-281-3716　E-mail: mail@suzukisatoru.net
　  開所時間：月・水・金（休祝日除く）９時～17時　※南幹線沿いにあります！

地元に根ざした事務所を目指しています。県議会について話を聞きたい、
どこに相談していいのかわからないという方、遠慮なくご連絡下さい！  すずきさとる

お読み下さりありがとうございます。『すずしん』に関するお問い合わせは…

　東日本大震災での教訓の一つが、避難所の円滑な設置や運営には、日頃から
学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子供を育てる体制を作っておくこ
とが不可欠であることです。また、静岡県は健康寿命日本一ですが、ボランティ
ア活動への参加が健康に良いことが調査で明らかになっています。

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度：ＣＳ）は、人や地域を平時には
「健康」にし非常時には「強く」する仕組みとも言うべきものです。習志野市立秋
津小学校では、日頃から多くの高齢者が空き教室を拠点に様々なサークルやボ
ランティアの活動を行なっており、子供達とも仲良くなっています。

　昨年の一般質問で、ＣＳ後進県である静岡県でも積極的に導入すべきと主張しました。その結果、県は本年度からＣＳ
等に関する検討委員会を立ち上げました。また私の地元でもＣＳ導入に向けた話し合いが進んでいます。ＣＳの取り組
みは懐かしい学校、そして、懐かしい地域を作ることとも言われます。高齢者の皆さんの出番です！

高齢者が活躍！コミュニティ・スクールで楽しい地域！スズキの考えと取り組み③

ＣＳマイスターで元秋津小ＰＴＡ会長
の岸裕司さんと秋津小にて

　人口減少が今後数十年は続く以上、海外との交流強化せずに日本経済や企業が生き
残ることは一層難しくなるでしょう。私は、親日的で経済成長著しい東南アジアの活力を
静岡に取り込むために、県シンガポール事務所の機能強化を主張してきました。その結
果、シンガポール事務所の人員は倍増され、タイ等との交流が加速しています。

　私もシンガポール、台湾、モンゴル等との議員外交を続けてきました。この度、静岡とシ
ンガポールのボーイスカウトを橋渡しすることができ、今年の１２月にはシンガポール側
が静岡県を訪れ、県内の子供達や川勝知事らと交流します。

地域外交で海外の活力を静岡に取り込む！スズキの考えと取り組み④

シンガポールの
ボーイスカウト関係者と

　世界的には人口増加や生活水準の向上が続いており、静岡県の高品質な農林水産物
の需要は一層高まるでしょう。例えば、漢方薬企業のツムラは原料の８割を中国に依存し
ていますが、今後は国内での調達量を増やします。付加価値の高い原料生薬の生産は大
変有望な分野です。また、資源管理が厳しくなったマグロについては、完全な陸上養殖が
静岡県内で研究されていました。林業でもＣＬＴ（直交集成材）が注目されています。こう
した可能性を秘めた農林水産業が成長産業になるよう県は更に応援すべきです。

静岡の農林水産業を成長産業にする！スズキの考えと取り組み⑤

夕張ツムラの皆さんと

　人口が多い国や地域が必ずしも幸せとは限りません。逆に、人口は少なく
ても元気な国や地域があります。その違いは「ツナガリ」です。これまでのよ
うに行政に任せきりにせず、自分達の地域の問題は出来る限り自分達で協力
して取り組み解決する「DIY主義」の実践により、人や地域は再びツナガリ、人
口は減っても明るい社会を実現出来ると確信しています。夕張市は正にその
先駆けです。「DIY主義」で明るく楽しい静岡県を、共に目指しましょう！

DIY主義で、人を、地域を、ツナグ

川勝知事、セッシャー１と共に元気な静岡！


